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第 63回関東大学空手道選手権大会
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Ԧऀの؏࿣
ఇژɺ̏ �ɹɹɹୡ੒ʢ�������ʣף

　

第
��
ճ
関
東
大
ֶ
空
手
道
બ
手
ݖ
大
会

（
ओ
催
ử
関
東
ֶ
生
空
手
道
࿈
ໍ
、
後
ԉ

ử
શ
日
本
空
手
道
࿈
ໍ
、
日
本
武
道
館
、

毎
日
৽
ฉ
社
）
が
10
月
４
日
、
供
用
を
再

開
し
た
͹
か
り
の
日
本
武
道
館
で
開
催
さ

れ
た
。

　

大
会
に
は
໿
�00
名
が
ࢀ
Ճ
し
、
உ
ঁ
の

ܗ
と
૊
手
、
計
４
෦
໳
が
行
わ
れ
た
。
ঁ

子
૊
手
は
ࠃ
࢜
ؘ
が
ఇ
京
の
̓
࿈
೼
を
્

ࢭ
し
て
൵
ئ
の
ॳ
༏
উ
。ま
た
、உ
子
ܗ
、

ঁ
子
ܗ
、
உ
子
૊
手
は
ఇ
京
が
ѹ
౗
త
な

ڧ
さ
で
༏
উ
し
、
̏
ף
を
ୡ
੒
し
た
。

˖

　

来
年
Ն
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ڝ
技
大
会
に
向
け
た
増
改
修

工
事
の
た
め
、
ࡢ
年
̕
月
か
ら
ٳ
館
し
て

い
た
日
本
武
道
館
で
、
ڙ
用
再
։
後
初
の

武
道
大
会
と
な
っ
た
。

　

新
ܕ
コ
ロ
ナ
΢
イ
ル
ス
の
感
છ
๷
ࢭ
の

た
め
、
大
会
は
無
観
٬
で
行
わ
れ
た
。
さ

ら
に
ೖ
館
時
の
ݕ
Թ
、
マ
ス
ク
の
ண
用
ฒ

び
に
ফ
ಟ
、
ι
ー
γ
ャ
ル
デ
ỹ
ス
タ
ン
ス

の
確
保
な
ど
を
ప
ఈ
。
૊
手
ڝ
技
で
は
メ

ン
ホ
ー
（
إ
面
๷
具
）
の
ண
用
を
ٛ
務
付

け
、
ڝ
技
が
ऴ
了
し
た
બ
手
・
関
係
者
は

ਵ
時
ୀ
出
さ
せ
る
な
ど
、
ೖ
೦
な
コ
ロ
ナ

ର
ࡦ
を
ߨ
じ
て
実
施
さ
れ
た
。

日本武道館で供用再開後初の大会

第 63回
関東大学空手道選手権大会

உɾঁܗ�
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ࢼ
合
は
、
男
子
が
５
人
੍
、
ঁ
子
が
̏

人
੍
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
。
ࢼ
合
時
間

は
男
ঁ
と
も
४
ܾ
উ
ま
で
１
分
�0
ඵ
フ
ル

タ
イ
Ϝ
、
ܾ
উ
ઓ
は
̎
分
フ
ル
タ
イ
Ϝ
。

̒
ポ
イ
ン
ト
ࠩ
が
生
じ
た
時
点
で
ࢼ
合
ऴ

了
と
し
、
時
間
಺
に
উ
ഊ
が
ܾ
し
な
い
場

合
は
ポ
イ
ン
ト
の
多
い
方
が
উ
者
（
ポ
イ

ン
ト
ಉ
数
の
場
合
は
「
先
取
（
先
に
ポ
イ

ン
ト
を
取
ಘ
）」
の
あ
る
方
が
উ
者
）
と

な
り
、
ஂ
体
ઓ
の
উ
ഊ
が
ܾ
し
た
時
点
で

ऴ
了
と
し
た
。
ま
た
、
ै
来
は
素
面
で
行

っ
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
Ւ
で
の
։
催
を
考

慮
し
、
メ
ン
ホ
ー
（
಺
側
に
γ
ー
ル
ド
を

ష
付
）
を
ண
用
し
た
。

　

ྫ
年
、
̎
部
੍
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、

本
年
は
全
2�
ߍ
（
غ
ݖ
の
̎
ߍ
を
ؚ
Ή
）

に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
行
わ
れ
た
。

˖

　

४
ܾ
উ
に
は
ఇ
京
、
୓
৩
、
ࠃ
士
ؘ
、

そ
し
て
γ
ー
ド
ߍ
の
ۨ
澤
を
ഁ
っ
た
๏
੓

が
そ
れ
ͧ
れ
ਐ
出
し
た
。

　

४
ܾ
উ
第
１
ࢼ
合
は
ఇ
京
と
୓
৩
の
名

門
ߍ
ಉ
士
の
ର
ܾ
と
な
っ
た
。
ఇ
京
が
先

๝
か
ら
中
ݎ
ま
で
̏
連
উ
し
て
୓
৩
を
ѹ

౗
、
ܾ
উ
に
ۨ
を
ਐ
め
た
。

　

४
ܾ
উ
第
̎
ࢼ
合
は
๏
੓
と
ࠃ
士
ؘ
の

ର
ઓ
。
大
ক
ઓ
ま
で
も
つ
れ
る
ల
։
と
な

っ
た
が
、
๏
੓
が
೪
る
ࠃ
士
ؘ
を
ୀ
け
、

̏
উ
̎
ഊ
で
উ
ར
し
た
。

˖

　

ܾ
উ
は
̏
連
೼
を
ૂ
う
Ԧ
者
ఇ
京
と
、

第
12
ճ
大
会
Ҏ
来
、
�1
年
Ϳ
り
の
優
উ
を

目
指
す
๏
੓
の
إ
合
わ
せ
と
な
っ
た
。

　

先
๝
ઓ
は
ޓ
い
に
見
合
う
੩
か
な
ల
։

で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
ࢼ
合
時
間
࢒
り
�0

ඵ
を
੾
っ
た
と
こ
Ζ
で
ҏ
藤
（
๏
੓
̎

年
）
が
間
合
い
を
٧
め
、
଍
払
い
で
಺
໺

（
ఇ
京
１
年
）
の
バ
ラ
ン
ス
を
่
し
て
上

段
ಥ
き
を
ܾ
め
、「
先
取
」
を
֫
ಘ
し
た
。

さ
ら
に
࢒
り
1�
ඵ
、
ٯ
స
を
ૂ
う
಺
໺
は

上
段
ऽ
り
を
ૂ
う
が
、
ऽ
り
ऴ
わ
っ
た
と

こ
Ζ
を
ҏ
藤
が
連
ಥ
き
。
こ
れ
が
ܾ
ま
り

ఇ
京

ਅ
向
উ
ෛ
で
̏
࿈
೼

˙
૊
手
競
技

　

உ�

子

̎
Ổ
̌
で
ҏ
藤
が
উ
ར
し
、
๏
੓
が
先
উ

し
た
。

　

続
く
次
๝
ઓ
は
ポ
イ
ン
ト
の
取
り
合
い

と
な
り
、
４
Ổ
̏
で
٢
岡
（
๏
੓
̏
年
）

が
リ
ー
ド
す
る
が
、
ऴ
൫
、
山
本
（
ఇ
京

̏
年
）
の
ࠁ
み
ಥ
き
が
立
て
続
け
に
ܾ
まܾউɾ࣍๝ઓʹఇژɾࢁ本ޛڡ（右）が上ஈಥ͖をܾめͯউར

։後、ॳの武道大会が行Θれた日本武道館࠶用ڙ
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り
、
５
Ổ
４
で
ٯ
స
উ
ち
。
ఇ
京
が
ର
ઓ

成
੷
を
イ
ー
ϒ
ン
に
໭
し
た
。

　

１
উ
１
ഊ
で
ܴ
え
た
中
ݎ
ઓ
、
ং
൫
は

ޓ
い
に
見
合
う
時
間
が
続
い
た
が
、
։
始

１
分
ա
͗
に
宮
࡚
（
ఇ
京
̏
年
）
が
上
段

ಥ
き
で
「
先
取
」
を
取
る
と
、
࢒
り
時
間

�0
ඵ
ա
͗
に
は
上
段
ಥ
き
か
ら
の
଍
払
い

で
ञ
井
（
๏
੓
̏
年
）
を
౗
し
て
中
段
ಥ

き
を
ܾ
め
、
４
Ổ
̌
と
一
気
に
ࠩ
を
޿
げ

た
。
そ
の
後
も
上
段
ಥ
き
で
ポ
イ
ン
ト
を

ୣ
い
、
宮
࡚
が
５
Ổ
̌
で
উ
ར
。
ఇ
京
が

Ԧ
手
を
か
け
た
。

　

後
が
な
く
な
っ
た
๏
੓
は
෭
ক
の
ઘ

（
̏
年
）
に
全
て
を
ୗ
す
。
一
方
、
勢
い

に
乗
る
ఇ
京
は
、
ナ
γ
ἀ
ナ
ル
チ
ー
Ϝ
に

所
ଐ
す
る
エ
ー
ス
の
ླ
木
（
̏
年
）
が
登

場
。
ࢼ
合
ং
൫
、ླ
木
が
ࠁ
み
ಥ
き
で「
先

取
」
を
取
る
と
、
ࢼ
合
は
ླ
木
の
ペ
ー
ス

で
ਐ
Ή
。
中
൫
に
は
ઘ
が
ډ
ண
い
た
と
こ

Ζ
で
上
段
ಥ
き
を
ܾ
め
、
̎
Ổ
̌
と
し

た
。
さ
ら
に
࢒
り
時
間
10
ඵ
を
੾
っ
た
と

こ
Ζ
で
、
出
合
い
の
ࠁ
み
ಥ
き
を
ܾ
め
、

̏
Ổ
̌
で
ࢼ
合
ऴ
了
。
ର
ઓ
成
੷
を
̏
উ

１
ഊ
と
し
、
大
ক
ઓ
を
待
た
ず
に
ఇ
京
が

大
会
̏
連
೼
を
ୡ
成
し
た
。

ụ
ܾ
উ
Ủ

　
　
　

ఇ　

京　
　
　

̏
Ổ
１　

๏　

੓

（
先
）
಺
໺
ᠳ
ଠ　
　

̌
Ổ
̎
˓
ҏ
౻
ᰜ
輝

（
࣍
）
ࢁ
本
ڡ
ޛ
　˓

̑
Ổ
４　

٢
Ԭ
༦
խ

（
中
）
宮
　࡚

ޫ
　˓

̑
Ổ
　̌

ञ
井
׮
ଠ

（
෭
）
ླ
໦
ߊ
੒
　˓

̏
Ổ
　̌

ઘ　

ޫ
խ

（
大
）
஑
　ా

࿇　
　
　
　
　
　

੨
ࢁ
޿
थ

ܾউɾ中ݎઓʹఇژɾ宮࡚ޫ（左）が౗しͯからの中ஈಥ͖をܾめ、ྲྀれをҾ͖寄せる

ܾউɾ෭কઓʹఇژɾླ木ߊ੒（右）がࠁΈಥ͖でউར

̏࿈೼をୡ੒したఇژ
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ࡢ
年
よ
り
12
ߍ
গ
な
い
全
22
ߍ
（
غ
ݖ

の
４
ߍ
を
ؚ
Ή
）
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
で
行
わ
れ
た
。˖

　

४
ܾ
উ
に
は
ఇ
京
、日
本
ࠃ、
際
武
道
、

ࠃ
士
ؘ
が
そ
れ
ͧ
れ
ਐ
出
し
た
。

　

४
ܾ
উ
第
１
ࢼ
合
は
、
ఇ
京
と
日
本
が

ର
ઓ
し
た
。
ఇ
京
は
先
๝
の
ּ
原
（
̏

年
）、
中
ݎ
の
澤
ౡ
（
１
年
）
が
ۤ
し
み

な
が
ら
も
̎
連
উ
し
、
７
年
連
続
で
ܾ
উ

へ
ۨ
を
ਐ
め
た
。

　

४
ܾ
উ
第
̎
ࢼ
合
は
、
強
߽
ۨ
澤
を
ഁ

っ
て
勢
い
に
乗
る
ࠃ
際
武
道
と
ࠃ
士
ؘ
の

ର
ઓ
と
な
っ
た
。
ࠃ
士
ؘ
は
先
๝
の
Ӭ
井

（
１
年
）、
中
ݎ
の
芳
լ
（
４
年
）
が
̎
連

উ
し
、
̏
年
連
続
の
ܾ
উ
ਐ
出
を
Ռ
た
し

た
。

ࠃ
࢜
ؘ

൵
ئ
の
ॳ
༏
উ

　

ঁ�

子

　

ܾ
উ
は
７
連
೼
を
ૂ
う
Ԧ
者
ఇ
京
と
初

優
উ
を
目
指
す
ࠃ
士
ؘ
に
よ
る
̏
年
連
続

の
ର
ઓ
と
な
っ
た
。
ఇ
京
は
オ
ー
μ
ー
の

̏
人
が
ナ
γ
ἀ
ナ
ル
チ
ー
Ϝ
所
ଐ
と
い
う

߽
՚
メ
ン
バ
ー
、
ର
す
る
ࠃ
士
ؘ
は
1
年

生
̎
人
を
メ
ン
バ
ー
に
ೖ
れ
て
ྟ
ん
だ
。

　

先
๝
ઓ
は
ࡢ
年
の
イ
ン
タ
ー
ϋ
イ
४
々

ܾ
উ
の
再
現
と
な
り
、
Ӭ
井
（
ࠃ
士
ؘ
１

年
）
と
澤
ౡ
（
ఇ
京
１
年
）
の
ର
ܾ
と
な

っ
た
。
ࢼ
合
։
始
ૣ
々
、
Ӭ
井
が
上
段
ಥ

き
を
ܾ
め
て
「
先
取
」
を
֫
ಘ
。
澤
ౡ
も

中
段
ಥ
き
で
１
ポ
イ
ン
ト
ฦ
す
が
、
Ӭ
井

は
さ
ら
に
ポ
イ
ン
ト
を
ॏ
Ͷ
、
̏
Ổ
１
で

Ӭ
井
が
উ
ར
、
ࠃ
士
ؘ
が
先
উ
し
た
。

　

௥
い
٧
め
ら
れ
た
ఇ
京
は
、
ࡢ
年
の
ֶ

生
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
エ
ー
ス
の
澤
ߐ
（
̎

年
）
が
中
ݎ
に
登
場
。
上
段
ಥ
き
、
そ
し

て
౗
し
て
か
ら
の
上
段
ಥ
き
を
ܾ
め
て
芳

լ
（
ࠃ
士
ؘ
４
年
）
に
４
Ổ
̌
で
উ
ར
。

উ
ෛ
は
大
ক
ઓ
に
持
ち
込
ま
れ
た
。

　

大
ক
ઓ
は
ࡢ
年
の
全
日
本
બ
手
ݖ
大
会

で
高
ߍ
生
な
が
ら
̏
Ґ
に
ೖ
৆
し
、
ナ
γ

ἀ
ナ
ル
チ
ー
Ϝ
に
も
所
ଐ
し
て
い
る
ౡ
田

（
ࠃ
士
ؘ
１
年
）
と
ּ
原
（
ఇ
京
̏
年
）

の
ର
ઓ
と
な
っ
た
。
ౡ
田
は
৳
び
の
あ
る

ࠁ
み
ಥ
き
を
ܾ
め
て
̎
Ổ
̌
と
す
る
と
、

௥
い
す
が
る
ּ
原
を
振
り
੾
っ
て
完
෧
উ

ར
を
ऩ
め
た
。
そ
の
݁
Ռ
、
ࠃ
士
ؘ
が
൵

願
の
初
優
উ
を
਱
げ
た
。

ụ
ܾ
উ
Ủ

　
　
　

ࠃ
࢜
　ؘ
　
　

̎
Ổ
１　

ఇ　

京

（
先
）
Ӭ
井
カ
ン
ナ
　˓

̏
Ổ
１　
ᖒ
ౡ
さ
く
ら

（
中
）
๕
լ
༝
ҥ　
　

̌
Ổ
４
˓
ᖒ
ߐ
༏
月

（
大
）
ౡ
ా
さ
ら
ら
　˓

̎
Ổ
　̌
ּ
ݪ
ສ
อ
子

ॳ༏উにًいたؘ࢜ࠃ
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ࡢ
年
よ
り
１
ߍ
গ
な
い
10
ߍ
が
ࢀ
Ճ
し

た
。
11
連
೼
中
の
ఇ
京
は
、
第
１
ラ
΢
ン

ド
は「
エ
ン
ピ
」で
、第
̎
ラ
΢
ン
ド
は「
ޒ

े
࢛
า
খ
」
で
ѹ
౗
的
な
ಘ
点
を
叩た
た

き
出

し
て
ܾ
উ
へ
ਐ
出
し
た
。
も
う
１
ߍ
は
第

̎
ラ
΢
ン
ド
で
山
ས
ֶ
Ӄ
に
ڝ
り
উ
っ
た

ۨ
澤
が
10
年
Ϳ
り
の
ܾ
উ
ਐ
出
を
Ռ
た
し

た
。

˖

　

ܾ
উ
は
先
に
ۨ
澤
が
「
Ψ
ン
カ
ク
」
を

ԋ
武
し
た
。
ܗ
ऴ
൫
の
難
所
で
あ
る
1�0
度

　

第
１
ラ
΢
ン
ド
は
̖
、
̗
ά
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
֤
ά
ル
ー
プ
上
Ґ
４
チ
ー
Ϝ
が

第
̎
ラ
΢
ン
ド
に
ਐ
Ή
（
ঁ
子
は
チ
ー
Ϝ

数
の
都
合
上
、
ά
ル
ー
プ
分
け
は
せ
ず
、

上
Ґ
̒
チ
ー
Ϝ
が
第
̎
ラ
΢
ン
ド
に
ਐ

Ή
）。
第
̎
ラ
΢
ン
ド
も
̖
、
̗
ά
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
֤
ά
ル
ー
プ
１
Ґ
の
チ
ー

Ϝ
が
ܾ
উ
へ
、
̎
Ґ
と
̏
Ґ
の
チ
ー
Ϝ
が

̏
Ґ
ܾ
ఆ
ઓ
に
ਐ
Ή
。

ճ
స
で
ए
ׯ
Ϳ
れ
た
が
、
2�
・
５
を
マ
ー

ク
し
た
。
続
い
て
ఇ
京
は
「
΢
ン
ス
ー
」

を
ԋ
武
。
パ
ワ
ー
、
ス
ピ
ー
ド
と
も
申
し

分
の
な
い
力
強
い
ԋ
武
を
൸
࿐
。
ऴ
൫
の

ジ
ャ
ン
プ
も
ピ
タ
リ
と
ܾ
め
、
2�
・
̎
の

高
ಘ
点
を
マ
ー
ク
。
見
事
12
連
೼
を
ୡ
成

し
た
。

　

ま
た
、
ܚ
ጯ
ٛ
क़
と
山
ས
ֶ
Ӄ
が
̏
Ґ

ೖ
৆
を
Ռ
た
し
た
。

˙
ܗ
競
技

　

உ�

子
ఇ
京

ഁ
஛
の
12
࿈
೼

　

ঁ�

子

ܾউʹ「΢ンεー」で高いδϟンプをݟせたఇژ

　

ࡢ
年
よ
り
１
ߍ
গ
な
い
７
ߍ
の
ࢀ
Ճ
と

な
っ
た
。
ࡢ
年
ま
で
1�
ճ
連
続
優
উ
の
ఇ

ఇ
京

ෆ
໓
の
1�
࿈
೼
ୡ
੒

ܾউʹଉの͋ったఇژの「΢ンεー」

京
は
第
１
、
第
̎
ラ
΢
ン
ド
を
ॱ
調
に
উ

ち
上
が
り
、ܾ
উ
ਐ
出
を
ܾ
め
た
。ま
た
、

ۨ
澤
が
̏
年
Ϳ
り
の
ܾ
উ
ਐ
出
を
Ռ
た
し

た
。

˖

　

ܾ
উ
は
先
に
ۨ
澤
が
「
ޒ
े
࢛
า
大
」

を
ԋ
武
。
ཎよ
ㆩ

み
な
い
動
き
で
ま
と
め
て

2�
・
４
を
マ
ー
ク
し
、
ఇ
京
に
プ
レ
ッ
γ

ャ
ー
を
か
け
た
。
ର
す
る
ఇ
京
は
「
΢
ン

ス
ー
」
を
ԋ
武
。
̏
人
の
ଉ
が
ピ
タ
リ
と

合
っ
た
キ
レ
の
あ
る
ԋ
武
で
2�
・
̕
を
マ

ー
ク
。前
人
ະ
౸
の
1�
連
೼
を
ୡ
成
し
た
。

　

ま
た
、
୓
৩
と
山
ས
ֶ
Ӄ
が
̏
Ґ
ೖ
৆

を
Ռ
た
し
た
。

˕
օ
が
Ұ
ͭ
に
な
っ
て
ઓ
え
た

「
皆ㆿ
㇓
ㆪが

一
つ
に
な
っ
て
ઓ
う
こ
と
が

で
き
た
。
ど
こ
の
大
ֶ
よ
り
も
ܤ
古

し
て
き
た
と
思
う
が
、
そ
れ
が
こ
の

݁
Ռ
に
つܨ
ㆪ

が
っ
た
。
普
段
か
ら
自
分

へ
の
؁
さ
を
அ
ち
、
相
手
と
ઓ
う
気

持
ち
を
持
っ
て
ܤ
古
し
て
い
る
બ
手

は
、
本
൪
で
も
実
力
を
ൃ
揮
で
き
て

い
た
。
連
೼
は
ྺ
代
の
ֶ
生
た
ち
の

౒
力
の
たࣀ
ㆾ

物㇂
ㆮ

。
ֶ
生
は
自
分
た
ち
が

さ
ら
に
記
録
を
ృ
り
ସ
え
る
ん
だ
と

い
う
気
持
ち
で
、
本
当
に
よ
く
ؤ
ு

っ
て
く
れ
た
」

ఇژを̏ףʹಋ͍ͨ
߳઒੓෉؂ಜ

心技体 人を育てる総合誌



�

ژをୡ੒したఇף̏

˙
૊
手
競
技

˖
உ
子

　

༏　

উ
ử
ఇ　

京

　

४
༏
উ
ử
๏　

੓

　

第
̏
Ґ
ử
୓　

৩
・
ࠃ
士
ؘ

˖
༏
ल
બ
手
৆

　

ໟ
ར
ݠ
）ޗ
୓
৩
）・
関
口
ప
ত（
ఇ
京
）

　

山
本
ڡ
）ޛ
ఇ
京
）・
宮
㟒　

光（
ఇ
京
）

　

ླ
木
ߊ
成（
ఇ
京
）・
੨
山
޿
樹（
๏
੓
）

　

ҏ
藤
ᰜ
輝（
๏
੓
）・
ਢ
田
࿨
）޿
ࠃ
士
ؘ
）

˖
ঁ
子

　

༏　

উ
ử
ࠃ
士
ؘ

　

४
༏
উ
ử
ఇ　

京

　

第
̏
Ґ
ử
ࠃ
際
武
道
・
日　

本

˖
༏
ल
બ
手
৆

　

�

Ԟ
田
ང
ࡊ
（
日
本
）・
ย
֋
な
ず
な
（
ࠃ

際
武
道
）・
Ӭ
井
カ
ン
ナ
（
ࠃ
士
ؘ
）・

芳
լ
༝
依（
ࠃ
士
ؘ
）・
ౢ
田
さ
ら
ら（
ࠃ

士
ؘ
）・
　֯

๛
美
（
ఇ
京
）・
澤
ߐ
優

月
（
ఇ
京
）

˙
ܗ
競
技

˖
உ
子

　

༏　

উ
ử
ఇ　

京

　

४
༏
উ
ử
　ۨ

澤

　

第
̏
Ґ
ử
ܚ
ጯ
ٛ
क़
・
山
ས
ֶ
Ӄ

ừ
大
会
݁
Ռ
Ử

˖
ঁ
子

　

༏　

উ
ử
ఇ　

京

　

४
༏
উ
ử
　ۨ

澤

　

第
̏
Ґ
ử
୓　

৩
・
山
ས
ֶ
Ӄ

366頁・2,400円＋税

・526頁・4,000円＋税
2,400円＋税

2,400円＋税

2,400円＋税
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日本武道館の雄姿 首都の夜空に輝く
日本武道館ライトアップ点灯式　

来
年
夏
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け
た
増
改
修
工
事
が
完
了
し
た
日
本

武
道
館
で
９
月
29
日
、
建
物
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
点
灯
式
が
行

わ
れ
た
。式
典
に
は
20
社
を
超
え
る
報
道
機
関
が
詰
め
か
け
、

夜
空
に
浮
か
び
上
が
っ
た
日
本
武
道
館
に
カ
メ
ラ
を
向
け

た
。
今
後
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
毎
日
実
施
さ
れ
、
東
京
・
日

本
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
輝
き
、
コ
ロ
ナ
禍
に
揺
れ
る
社

会
を
明
る
く
照
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

点灯のボタンを押す登壇者（左から東会長、石井代表取締役、高村会長、宮下会長）
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優
し
く
美
し
く
、
希
望
を
感
じ
る
明
か
り
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

（
株
）
石
井
幹
子
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
代
表
取
締
役
・
石
井
幹
子
氏
が
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
を
説
明

　

こ
の
度
、
日
本
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
も

言
え
る
日
本
武
道
館
の
建
物
の
景
観
照
明

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
に

存
じ
ま
す
。
北
の
丸
公
園
の
暗
い
森
の
中

で
佇た
た
ずん

で
い
る
建
物
が
光
を
浴
び
て
皆
さ

ま
の
目
の
前
に
現
れ
る
こ
の
日
を
待
ち
焦こ

が
れ
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ン
セ
プ
ト
は
、
ま
ず
日
本
の
武
道
を

象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
首
都
東
京

の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
相ふ
さ
わ応
し
い
も

の
、
そ
し
て
日
本
の
光
文
化
を
継
承
し
、

建
築
の
素
晴
ら
し
さ
を
照
ら
し
出
す
も
の

で
あ
る
こ
と
で
す
。
な
お
か
つ
、
省
エ
ネ

に
配
慮
し
て
維
持
管
理
が
容
易
で
あ
る
こ

と
も
心
が
け
ま
し
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
で
は
、
日
本
人
が
古
来
、
憧

れ
を
持
っ
て
い
る
満
月
に
照
ら
さ
れ
た
霊

峰
富
士
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。
大
屋
根

は
、
で
き
る
限
り
照
明
器
具
を
隠
し
、
ど

こ
か
ら
光
が
出
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
ほ

ど
の
最
新
技
術
を
駆
使
し
て
清
ら
な
か
な

満
月
の
光
、
そ
し
て
日
本
の
武
道
を
象
徴

す
る
光
を
再
現
す
る
こ
と
に
注
力
い
た
し

ま
し
た
。
頂
上
の
金
色
の
擬ぎ

宝ぼ

珠し

に
は
、

日
本
初
と
な
る
金
色
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
光
を
照

射
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
建
物
の
特

徴
で
あ
る
段
床
裏
屋
根
を
支
え
て
い
る
軒

下
に
も
明
か
り
を
当
て
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
西
口
正
面
玄
関
の
扁
額
看
板
に
も
照
明

を
付
け
、
存
在
感
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

照
明
に
は
で
き
る
限
り
の
省
エ
ネ
を
心

が
け
る
と
と
も
に
、
当
て
た
い
部
分
に
当

て
た
い
だ
け
の
光
が
当
た
る
設
計
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
全
体
で
1��
灯
、
計
４
・
７

キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
器
具
を
設
置
し
、
１
時
間

当
た
り
の
電
気
代
は
�0
円
弱
と
い
う
経
済

的
な
照
明
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
カ
ラ
フ
ル
な
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
武
道
の
象

徴
と
し
て
、
こ
の
明
か
り
が
変
化
す
る
こ

と
な
く
唯
一
無
二
の
も
の
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
し
て
日
本
の
光
文
化
を
継

承
し
て
皆
様
の
心
の
中
に
優
し
く
美
し
く

そ
し
て
希
望
を
感
じ
さ
せ
る
明
か
り
と
な

る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
は
じ
め
に
高
村
正
彦
会
長

が
主
催
者
挨
拶
を
行
っ
た
。

構
造
設
計
等
を
行
っ
た
山
田
守
建
築
事
務

所
の
東
清
仁
代
表
取
締
役
会
長
、
施
工
を

担
当
し
た
竹
中
工
務
店
の
宮
下
正
裕
取
締

役
会
長
の
４
名
が
登
壇
。
施
設
課
職
員
の

合
図
に
合
わ
せ
て
卓
上
の
ボ
タ
ン
を
押
す

と
大
屋
根
・
段
床
裏
・
扁
額
の
照
明
が
一

斉
に
点
灯
し
た
。

　

夜
空
に
輝
く
日
本
武
道
館
に
、
集
ま
っ

た
報
道
関
係
者
は
一
斉
に
カ
メ
ラ
の
レ
ン

ズ
を
向
け
て
い
た
。
時
折
、
本
格
的
な
秋

風
が
吹
く
な
か
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
点
灯
式

は
無
事
、
幕
を
閉
じ
た
。

　

閉
式
後
に
は
石
井
幹
子
氏
と
𠮷
川
英
夫

日
本
武
道
館
理
事
・
事
務
局
長
の
両
氏
に

よ
る
個
別
の
記
者
説
明
が
行
わ
れ
た
。
報

道
記
者
は
日
本
武
道
館
初
と
な
る
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
様
々
な
質
問
を
寄
せ
て

い
た
。

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
点
灯
式
は
10
月
１
日

の
日
本
武
道
館
の
供
用
再
開
に
間
に
合

う
よ
う
、
９
月
29
日
午
後
６
時
、
北
の
丸

公
園
第
三
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
た
。
照
明

デ
ザ
イ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
数
多
く

の
有
名
建
築
物
の
照
明
を
手
が
け
て
き

た
株
式
会
社
石
井
幹
子
事
務
所
が
設
計
。

こ
れ
か
ら
毎
日
、
日
没
か
ら
午
後
10
時
ま

で
点
灯
さ
れ
、
東
京
の
夜
間
景
観
の
名
物

と
な
る
。

「
日
本
武
道
館
創
建
��
年
に
し
て
初
め
て

建
物
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
石
井
幹

子
先
生
の
ご
提
案
に
よ
っ
て
始
ま
り
ま
し

た
。
紆う

余よ
き

曲ょ
く

折せ
つ

を
経
て
、
ま
さ
に
今
日
実

現
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
道
し
る
べ

に
な
る
と
と
も
に
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
明

る
い
社
会
の
象
徴
に
な
る
こ
と
を
期
待
い

た
し
ま
す
。
こ
の
実
現
に
向
け
て
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
石
井
幹
子
デ
ザ
イ
ン
事
務

所
、
山
田
守
建
築
事
務
所
、
竹
中
工
務
店

の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
」

　

続
い
て
、
石
井
幹
子
代
表
取
締
役
よ
り

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
の
説
明
が
あ
っ
た

（
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
）。

　

そ
の
後
、
待
望
の
点
灯
が
行
わ
れ
た
。

高
村
会
長
、
石
井
代
表
取
締
役
、
そ
し
て

点灯式には多くの報道陣が詰めかけた

ライトアップされた日本武道館の前で談笑する登壇者閉式後、報道陣の質問に答える石井氏

◯ライトアップの概要
ɾٖๅच
　೔ຊ武道ؗͷ௖఺ʹ͋Δٖๅचʹ͚޲ɺੈ
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ʹάϥσʔγϣϯͷޫͰরΒ͠ɺຬ月ͷޫΛ
ཋͼ͔ͨͷΑ͏ͳݬ૝తͳงғؾΛৢ͠ग़͠
͍ͯΔɻ
ɾஈচཪ
　ஈচཪ͸େ͖ͳྊܕʢ͸Γ͕ͨʣͱڞʹॏ
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͍ͯΔɻ
ɾἷֹ
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Δɻ

◯照明措置概要
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点灯式の様子

高村正彦
日本武道館会長
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（右）扁額の除幕を行う高村会長
（上）増改修工事記念プレートを記した臼井理事長（右）と
揮毫を行った宮澤鵞州氏による記念撮影

扁額、プレート、武者絵、大太鼓を除幕
中道場棟に「魂」宿る

高村会長揮毫の「誠」の扁額

　

９
月
29
日
、
点
灯
式
と
同
日
、
日
本
武

道
館
中
道
場
棟
の
掲
示
物
除
幕
式
が
午
前

10
時
よ
り
職
員
・
関
係
者
が
出
席
し
て
行

わ
れ
た
。
日
本
武
道
館
増
改
修
工
事
の
完

了
を
記
念
し
た
４
点
の
掲
示
物
が
10
月
１

日
の
供
用
再
開
に
合
わ
せ
て
中
道
場
棟
に

掲
示
さ
れ
、施
設
の
﹁
顔
﹂
と
し
て
今
後
、

来
場
者
を
迎
え
る
。

　

初
め
に
扁
額
の
除
幕
が
行
わ
れ
た
。
扁

額
は
高
村
正
彦
日
本
武
道
館
会
長
が「
誠
」

の
文
字
を
揮
毫
し
た
。
施
設
課
職
員
の
合

図
に
合
わ
せ
て
高
村
会
長
が
曳
綱
を
行
う

と
、職
員
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、
臼
井
日
出
男
日
本
武
道
館
理

事
長
に
よ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
増
改
修
工
事
の
経
緯
を
ま
と
め
た

プ
レ
ー
ト
の
除
幕
が
行
わ
れ
た
。
プ
レ
ー

ト
の
本
文
原
案
は
臼
井
理
事
長
が
作
成

し
、
宮
澤
鵞
州
氏
が
揮
毫
し
た
。
プ
レ
ー

ト
の
中
に
は
、
増
改
修
工
事
等
の
関
係
資

料
が
納
め
ら
れ
て
お
り
、
日
本
武
道
館
増

改
修
工
事
の
経
緯
を
保
存
す
る
役
目
も

担
っ
て
い
る
。

　

こ
の
あ
と
、
本
誌
表
紙
絵
で
お
な
じ
み

の
中
村
麻
美
先
生
に
よ
る
絵
画
の
除
幕
が

行
わ
れ
た
。
除
幕
後
、
中
村
先
生
が
作
品

へ
の
思
い
な
ど
を
語
っ
た
（
詳
細
は
次

ペ
ー
ジ
）。
絵
画
は
100
号
の
大
き
な
キ
ャ

ン
バ
ス
に
立
派
な
甲か

っ

冑ち
ゅ
う武
者
が
描
か
れ
て

い
る
。
目
線
は
大
道
場
の
方
を
向
き
、
ま

さ
に
武
者
と
し
て
日
本
武
道
館
を
守
護
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

最
後
に
、「
宮
本
卯
之
助
商
店
」
第
７

代
会
長
の
宮
本
卯
之
助
氏
に
よ
る
大
太
鼓

の
除
幕
が
行
わ
れ
た
。
太
鼓
は
、
今
後
、

武
道
行
事
の
際
に
使
用
さ
れ
る
。
側
面
に

は
高
村
会
長
揮
毫
の
「
誠
」
の
文
字
が
掘

ら
れ
て
お
り
、
除
幕
後
に
宮
本
会
長
が
太

鼓
に
つ
い
て
説
明
し
た
（
詳
細
は
次
ペ
ー

ジ
）。

　

最
後
に
、
道
衣
姿
の
古
川
圭
太
業
務
課

職
員
が
大
太
鼓
を
叩た
た

き
、
ホ
ー
ル
全
体
に

力
強
い
音
を
響
き
渡
ら
せ
、
式
典
を
締
め

く
く
っ
た
。

「誠」の扁額と中村先生の絵画の前で
記念撮影の高村会長（左）と臼井理事長
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木目の美しい欅を使用した大太鼓と宮本会長

 
◯
絵
画
作
成
に
あ
た
り

中
村
麻
美
先
生

　

新
生
日
本
武
道
館
、
中
道
場
棟
の
完

成
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
の
ご
支
援
の
も
と
、
仕
事
を
頂
戴
い
た

し
ま
し
た
。
作
品
を
前
に
胸
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。

　

こ
の
作
品
は
、
中
道
場
が
建
設
さ
れ
る

前
に
、三
藤
芳
生
理
事
・
事
務
局
顧
問
（
前

常
勤
理
事
・
事
務
局
長
）
か
ら
「
中
村
先

生
が
思
い
描
く
理
想
の
武
士
像
を
表
現
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
依
頼
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
ま
す
。
𠮷
川
現
理
事
・
事
務
局
長

よ
り
「
動
じ
な
い
武
士
の
心
を
描
き
上
げ

て
く
だ
さ
い
」
と
力
強
い
お
言
葉
を
頂
戴

し
ま
し
た
。
私
自
身
、
こ
う
し
た
時
勢
の

中
で
、
武
道
館
で
働
く
皆
さ
ま
か
ら
見
せ

て
い
た
だ
い
た
不ふ

撓と
う

不ふ

屈く
つ

の
力
を
絵
に
込

め
、
最
後
ま
で
力
を
振
り
絞
り
、
こ
の
絵

を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
甲
冑
の
考
証
に
は
日
本
甲
冑
武

具
研
究
保
存
会
の
西
岡
文
夫
先
生
に
ご
指

導
い
た
だ
き
、
細
部
ま
で
正
確
に
表
現
で

き
た
こ
と
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感

謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
良
き
日
に
、
日
本
の
武
道
、
そ
し

て
日
本
武
道
館
の
繁
栄
を
願
う
と
と
も

に
、
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
こ
こ
ま

で
尽
力
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
の
素
晴
ら
し

い
お
姿
に
最
上
級
の
敬
意
を
払
い
、
お
言

葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

◯
太
鼓
製
作
に
あ
た
り

宮
本
卯
之
助
第
七
代
会
長

　

こ
の
度
は
日
本
武
道
館
へ
大
太
鼓
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

当
社
は
日
本
武
道
館
が
建
設
さ
れ
た
当

初
、
大
太
鼓
を
納
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
こ
か
ら
��
年
の
時
を
経
て
、
武

道
館
の
新
た
な
門
出
に
再
び
大
太
鼓
を
納

め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
太
鼓
は

樹
齢
数
100
年
の
木
目
が
大
変
美
し
い
欅け
や
きを

使
用
し
、
皮
に
は
丈
夫
な
牛
皮
を
用
い
て

お
り
ま
す
。
製
作
者
の
代
表
と
し
て
こ
の

太
鼓
が
武
道
の
普
及
・
奨
励
の
た
め
、
役

立
つ
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

閉式で力強い音を響かせた大太鼓

精魂込めた武者絵と共に記念撮影する中村先生

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

増
改
修
工
事
竣
工
祝
い
品
贈
呈
式

寄贈された木製サークルベンチと木製チェア（８脚）

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
点
灯
式
に
先
立
ち
、
午

後
５
時
�0
分
よ
り
、
日
本
武
道
館
の
増
改

修
工
事
の
完
了
に
伴
い
、
山
田
守
建
築
事

務
所
代
表
の
東
清
仁
取
締
役
会
長
と
竹
中

工
務
店
の
宮
下
正
裕
取
締
役
会
長
の
連
名

で
木
製
サ
ー
ク
ル
ベ
ン
チ
、
木
製
チ
ェ
ア

１
式
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

贈
呈
式
で
は
両
会
長
よ
り
目
録
が
読
み

上
げ
ら
れ
、
高
村
正
彦
日
本
武
道
館
会
長

へ
目
録
が
手
渡
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
増
改

修
工
事
の
関
係
者
全
員
で
写
真
撮
影
を
行

い
、
閉
式
と
な
っ
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
ベ
ン
チ
、
チ
ェ
ア
は
中
道

場
棟
１
階
ホ
ー
ル
に
設
置
さ
れ
る
。

増改修工事関係者による記念撮影 目録が渡された贈呈式

贈呈された目録を手に記念撮影（左から宮下会長、高村会長、東会長）
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